
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

ズベン

コボルド

妖精使い

5

1000

種の限界/軽視/小さな匠/弱点(魔法+2)

女 22歳

一族が昔から人族と仲良し
親に捨てられた
蛮族の名誉を汚された

5

4

9

9 2 16 + 2 3

4 1 10 1

3 7 1

5 1 10 1

11 5 25 + 5 5

12 3 24 4

フェアリーテイマー

レンジャー

セージ

ジオマンサー

4

5

5

4

治癒適性

鋭い目

ターゲッティング

魔法拡大/数

MP軽減/フェアリーテイマー

2122

2120

1-280

IB39

1-283

交易共通語

ドラゴン語

ドワーフ語

汎用蛮族語

魔法文明語

妖精語

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

装飾品専用化*2

レイピア級

シビッラの弟子

青魔法*9

ちけい

50

120

190 360

0

0

0

0

ソフトレザー 7

0

3

4

冒険者セット

保存食(一週間分)

陽光の魔符+2x5

3点魔晶石x25

救命草x25
1850

3 10 30 0 4 27

11 0 6 10 38

妖精魔法 4 10

とんがり帽子

ゴールデン耳栓

宝石

イレブン式叡智の腕輪改三

ブラックベルト

信念のリング

宗匠の腕輪

ズベンは丸っこくも毛深いコボルドの妖精使いだった。彼女の大きな耳は微かに揺れ、くりっとした目が光を受けてキラキラと輝いていた。
彼女は、生まれつき田舎の訛りが強く、故郷の者以外は「話し方はちょっと変わってる」と囁かれていた。しかし、彼女はそのことを気にす
ることなく、むしろ訛りがあることを誇りにしていた。そんなズベンの人生は、一族に捨てられ、名誉を汚され、数々の困難を乗り越えてき
たものだった。ズベンの一族は古くから人族と親しく、特に人族との交流を大切にしていた。しかし、彼女がまだ幼かった頃、ズベンの両親
は彼女を村の外れに置き去りにしてしまった。理由は不明だったが、親達は何か深い事情を抱えていたらしい。ズベンはその時まだ1歳足ら
ず、幼いながらも心のどこかで両親を慕っていた為、その出来事は彼女の心に深い傷を残した。それでも、ズベンは持ち前の明るさと、頑固
で強い意志でその悲しみを乗り越えようとした。彼女を拾ったのは、同じ村の長老であり、人族との交流を重んじる者だった。長老はズベン
を一族の一員として育て、愛情深く見守った。ズベンはその愛情に応えるように、懸命に生きることを誓った。長老からは「強く、誠実であ
ること」を教えられ、彼女はそれを何よりも大切に思うようになった。ズベンの口癖である「お婆ちゃん強いに！」は、この長老から教わっ
た強さへの敬意を表していた。
成長するにつれて、ズベンは妖精と心を通わせる術を身につけるようになった。自然と触れ合い、妖精達の力を借りることが彼女の特技とな
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